
12

数
（
子
ど
も
の
数
）
が
お
お
む
ね

５
人
以
上
で
あ
る
こ
と

●

交
付
額　

活
動
に
係
る
経
費
総

額
の
４
分
の
３
（
年
額
上
限
36
万

円
）

●

補
助
期
間　

３
年
間

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
こ
ど
も
課　

内
２
７
３

２
　

未
就
学
児
が
い
る
家
庭
に
、
研

修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪

問
す
る
家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

9
月
２
日
㈫
／
午
後
７

時
〜
８
時
30
分

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
公
認
講
師　

渡わ
た
な
べ部
栄え

い
こ子
氏

●

対
象　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
や
子

育
て
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
が
あ
る
方

●

参
加
費　

無
料

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ら
か
わ
市
民
活
動

支
援
会
☎
㉛
７
５
９
５

●
申
込
方
法　

本
庁
舎
商
工
課
、

白
河
商
工
会
議
所
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

同
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
小
・
中
学
生
は
各
学
校
を
通
し

て
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

●
注
意
事
項　

①
自
作
の
発
明
工

夫
で
あ
る
こ
と　

②
模
倣
品
・
手

芸
品
・
自
然
観
察
ま
た
は
空
想
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と　

③
輸

送
や
展
示
に
不
便
で
な
い
こ
と

●
申
込
期
限　

９
月
2
日
㈫
ま
で

問
本
庁
舎
商
工
課　

内
２
２
４
６

●
日
時　

８
月
23
日
㈯
／
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
２
時

●
定
員　

16
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

１
、
５
０
０
円
（
体

験
料
・
昼
食
代
込
み
）

●
申
込
期
限　

８
月
21
日
㈭
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

《
昼
間
初
級
講
座
》

●

日
時　

９
月
24
日
㈬
〜
10
月
17

度●
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
幼
稚
園
教

諭
免
許
お
よ
び
保
育
士
資
格
を
有

す
る
方
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
末

日
ま
で
に
同
免
許
お
よ
び
資
格
を

取
得
す
る
見
込
み
の
方
。

●
第
一
次
試
験
日
・
申
込
期
限　

①
高
校
卒
程
度
と
同
じ

※
複
数
の
職
種
等
を
重
複
し
て
申

し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は
、

本
庁
舎
総
務
課
、
各
庁
舎
地
域
振

興
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
で
す
。

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
当
日

消
印
有
効
で
す
。

※
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験

の
合
格
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

（
日
時
お
よ
び
会
場
は
別
途
通
知

し
ま
す
）。

問
本
庁
舎
総
務
課　

内
２
３
１
６

●
期
間　

９
月
９
日
㈫
〜
16
日
㈫

●
会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通

勤
、
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

の
方　

※
受
験
方
法
、
制
度
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白

河
地
域
事
務
所
☎
㉔
０
３
７
２

　

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ

る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

●

日
時　

８
月
20
日
㈬
／
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
４
時

●

会
場　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
（
郡
山
市
南
）

●

対
象　

３
月
に
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
、
平
成
24
年
３
月
以
降

に
卒
業
し
て
現
在
就
職
活
動
を
し

【
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
採
用
】

《
①
高
校
卒
程
度
》

●
職
種
・
採
用
予
定
人
員　

行
政

事
務　

２
人
程
度

●
資
格　

平
成
５
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
（
学
歴
不
問
）。

●
第
一
次
試
験
日　

９
月
21
日
㈰

●
申
込
期
限　

8
月
22
日
㈮
ま
で

《
②
資
格
免
許
職
》

●
職
種
・
採
用
予
定
人
員　

幼
稚

園
教
諭
お
よ
び
保
育
士　

５
人
程

て
い
る
方　

※
申
込
不
要

問
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
２
４

９
２
７

４
６
３
３

●

日
時　

８
月
24
日
㈰
／
午
後
１

時
30
分
開
演

●

会
場　

市
民
会
館
（
手
代
町
）

●

入
場
料　

無
料
（
全
席
自
由
）

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整

理
券
は
、
市
民
会
館
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
東
文
化
セ
ン
タ
ー
、
本
庁

舎
文
化
振
興
課
（
３
階
）、
各
庁

舎
教
育
振
興
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
８

　

未
就
学
児
お
よ
び
保
護
者
が
自

由
に
集
い
、
交
流
し
、
仲
間
づ
く

り
を
行
う
場
（
子
育
て
サ
ロ
ン
）

を
運
営
す
る
団
体
に
、
活
動
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●

対
象
者　

①
市
内
に
活
動
拠
点

を
置
き
、
組
織
の
運
営
に
関
す
る

規
則
、
会
則
等
が
定
め
ら
れ
て
い

る
団
体　

②
サ
ロ
ン
事
業
を
週
１

回
以
上
実
施
し
、
１
回
の
参
加
人

《
航
空
学
生
》

●

試
験
日　

９
月
23
日
㈷

●

会
場　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

（
郡
山
市
虎
丸
町
）

●

応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
み
含

む
）
以
上
の
21
歳
未
満
の
男
女

《
一
般
曹
・
自
衛
官
候
補
生
》

●

試
験
日　

９
月
20
日
㈯
（
一
般

曹
は
午
前
、
自
衛
官
は
午
後
）

●

会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）
※
自
衛
官

候
補
生
女
子
は
陸
上
自
衛
隊
郡
山

駐
屯
地
（
郡
山
市
大
槻
町
）

●

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
女

＝
共
通
＝

●

申
込
期
限　

９
月
９
日
㈫
ま
で
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募
集

白
河
市
発
明
展

市
職
員
採
用
試
験

白
河
ま
ち
な
か
逸
品

巡
り
・
体
験
ツ
ア
ー

日
㈮
（
10
月
13
日
㈷
を
除
く
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
）
／
午
前
９
時

〜
正
午

●

内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
礎

●

申
込
開
始　

８
月
20
日
㈬
か
ら

《
夜
間
基
礎
講
座
》

●

日
時　

９
月
26
日
㈮
〜
10
月
31

日
㈮
（
10
月
13
日
㈷
を
除
く
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
）
／
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分

●

内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

基
礎

●

申
込
開
始　

８
月
25
日
㈪
か
ら

《
夜
間
ア
ク
セ
ス
入
門
講
座
》

●

日
時　

９
月
30
日
㈫
〜
11
月
18

日
㈫
（
毎
週
火
・
木
曜
日
）
／
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●

内
容　

ア
ク
セ
ス
の
基
礎
、
３

級
受
験
対
策

●

申
込
開
始　

９
月
１
日
㈪
か
ら

＝
共
通
＝

●

会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

●

定
員　

各
20
人　

※
先
着
順

●

受
講
料　

１
万
８
０
０
円

●

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

※
平
日
の
み

●

申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

合
同
就
職
面
接
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

自
衛
官
等
採
用
試
験

案
内

子
育
て
サ
ロ
ン
事
業
補
助

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
講
演
会

　　

　農業者年金は加入者数の変化や財政事情に
左右されない、安全・安心な公的年金です。
《農業者年金の特徴》
１　国民年金の第１号被保険者で、年間60日以
上農業に従事する20歳以上60歳未満の方で
あれば誰でも加入できます。また、農地を持
っていない農業者や家族従事者も加入できま
す。

２　自ら積み立てた保険料とその運用益により
受け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠
出型）」の年金です。

３　認定農業者など一定の要件を備えた方に対
し、保険料の国庫補助（政策支援）があります。

４　保険料は老後設計に応じて、月額２万円か
ら６万7,000円まで千円単位で自由に選択で
きます。

５　支払った保険料は全額（最高年額80万
4,000円）が社会保険料控除の対象になりま
す。受け取る年金も公的年金等控除の対象に
なります。

６　原則65歳から生涯年金が受けられ、80歳
保証付（加入者・受給者の方が80歳までに
受け取るはずであった年金を遺族の方に死亡
一時金として支給）の終身年金です。
　※加入申込やご相談は、農業委員会、最寄り
　のＪＡにお問い合わせください。

問農業委員会事務局　内2241

農業者の皆さんへ
農業者年金に加入しましょう

早
稲
田
大
学
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー

ク
ル
白
河
公
演
２
０
１
４

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館
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８
月
21
日
㈭
の
「
県
民
の
日
」

に
、
次
の
体
育
施
設
が
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
無
料
開
放
施
設　

▽
総
合
運
動

公
園　

中
央
体
育
館
・
国
体
記
念

体
育
館
・
市
民
プ
ー
ル　

▽
し
ら

さ
か
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園　

テ
ニ

ス
コ
ー
ト　

▽
市
民
体
育
館　

白

河
第
一
・
白
河
第
二
・
白
河
第
三

・
関
辺
・
大
沼
市
民
体
育
館　

▽

表
郷
総
合
運
動
公
園　

表
郷
体
育

館　

▽
表
郷
小
学
校　

プ
ー
ル　

▽
大
信
総
合
運
動
公
園　

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
市
民
プ
ー
ル　

▽
東こ

ち風
の
台

運
動
公
園　

体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
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案
内

23

ー
ト
・
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
（
屋
内

プ
ー
ル
）

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
６
／
中
央
体
育
館
☎
㉒

８
９
７
１
／
各
庁
舎
教
育
振
興
課

表
郷
☎
32
４
７
８
２　

大
信
☎
46

３
９
７
６　

東
☎
34
３
１
４
６

《
千せ

ん
と
う灯
供
養
会
》

●

日
時　

８
月
13
日
㈬
／
午
後
５

時
30
分
〜
８
時
30
分

●

内
容　

境
内
と
墓
地
に
千
灯
の

ロ
ー
ソ
ク
を
と
も
し
て
先
祖
供
養

《
鉄
道
模
型
運
転
会
》

●

日
時　

８
月
23
日
㈯
／
午
後
１

時
〜
６
時
、
８
月
24
日
㈰
／
午
前

９
時
〜
午
後
２
時

●

内
容　

Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
模
型
（
実

体
育
施
設
無
料
開
放

ま
ち
か
ど
伝
言
板

物
車
両
の
80
分
の
１
）、
境
内
で

乗
っ
て
遊
べ
る
庭
園
鉄
道
（
雨
天

中
止
）

＝
共
通
＝

●

会
場　

大
統
寺
（
馬
町
）

●

参
加
料　

無
料

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

●

日
時　

８
月
24
日
㈰
／
午
後
6

時
30
分
〜
８
時

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
義
経
を
追
っ

て
〜
平
泉
の
終
焉
〜
」　

▽
講
師

元
福
島
学
院
短
期
大
学
教
授
・
元

白
河
女
子
高
等
学
校
校
長　

石い
し
い井

重じ
ゅ
う
え衛
氏

●

入
場
料　

5
０
０
円
（
塾
生
無

料
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７

●

日
時　

８
月
30
日
㈯
／
午
後
6

時
30
分
か
ら

●

会
場　

ア
ー
ト
ま
な
べ
（
大
）

●

参
加
料　

5
０
０
円
（
茶
・
菓

子
付
き
）

●

申
込
期
限　

８
月
20
日
㈬
ま
で

立
教
志
塾
講
演
会

大
人
の
た
め
の
夏
の
夜
語
り

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

し
ら
か
わ
語
り
の
会　

小お
ぐ
ら椋
☎
㉓

３
６
９
６

　

司
馬
遼
太
郎
「
街
道
を
ゆ
く　

白
河
・
会
津
の
み
ち
」
を
題
材
に
、

案
内
人
の
作
家
・
山や

ま
も
と本
一い

ち
り
き力
さ
ん

が
様
々
な
思
い
に
身
を
は
せ
な
が

ら
贈
る
、
心
に
残
る
大
人
の
旅
番

組
で
す
。
こ
の
中
で
同
教
会
と
山や

ま

下し
た

り
ん
の
イ
コ
ン
が
紹
介
さ
れ
ま

す
。

●

放
送
日　

▽
Ｂ
Ｓ
朝
日　

８
月

26
日
㈫
／
午
後
９
時
〜
９
時
54
分

▽
福
島
放
送　

８
月
30
日
㈯
／
午

後
４
時
か
ら

問
同
教
会
☎
㉓
４
５
４
３

「
白
河
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
」
テ
レ
ビ
放
送

大
統
寺
夏
休
み
臨
時
寺
子
屋

《第33回しらかわ盆踊り大会》
●日時　８月21日㈭・22日㈮／午
　　　　後５時から
●会場　JR白河駅前イベント広場
●内容　金魚すくい、やきそば、ポ
　　　　ップコーンなどの出店、ダ
　　　　ルライザー・しらかわんと
　　　　遊ぼう！
※21日㈭は山口県萩市の皆さんと
　「しらかわ盆踊り」で交流します。
問中央公民館☎㉓3810

農地転用等について
《事前にご相談ください》
　農地や採草放牧地を所有して
いる方が、次のいずれかを行う
ときは農業委員会への手続きが
必要です。
●耕作するために農地を売買・
贈与・貸借するとき（農地法
第３条の申請）

●自分の農地を農地以外に利用
（転用）するとき（農地法第
４条の申請）

●農地を売買したり、貸借して
農地以外に利用（転用）する
とき（農地法第５条の申請）

※いずれも、手続きを完了する
まで一定期間を要しますので、
余裕を持って申請してくださ
い。

《完了報告書をお忘れなく》
　農地法第４条および第５条の
許可に係わる工事が完了した場
合は、農業委員会へ完了報告書
を提出してください。
問農業委員会事務局　内2241

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
福
島
を
愛
し
た
作
曲
家
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

甲
子
園
で
夏
の
高
校
野
球
が
開
か
れ
る
。
各

県
代
表
が
夢
と
栄
誉
を
か
け
る
国
民
的
行
事
。

大
会
の
開
閉
会
式
で
演
奏
さ
れ
る
「
栄
冠
は
君

に
輝
く
」
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
作
曲
者
は

古こ

せ

き関
裕ゆ

う

じ而
。
福
島
市
の
呉
服
屋
に
生
ま
れ
、
応
援

歌
、
校
歌
、
軍
歌
、
歌
謡
曲
、
童
謡
ま
で
驚
く
ほ

ど
多
く
の
曲
を
つ
く
っ
た
。

　

早
稲
田
大
学
の
応
援
歌
「
紺こ

ん
ぺ
き碧
の
空
」
は
若
き

日
の
作
。
今
も
慶
応
大
学
の
〝
若
き
血
〞
と
と
も

に
神
宮
の
森
に
こ
だ
ま
す
る
。
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
の
応
援
歌
「
六
甲
お
ろ
し
」
で
、
阪
神
フ
ァ
ン

は
と
も
に
喜
び
、
と
も
に
泣
く
。
あ
る
大
手
企
業

の
工
場
長
は
、
も
の
静
か
で
知
的
な
紳
士
。
と
こ

ろ
が
、
前
奏
が
始
ま
る
や
、
顔
を
紅
潮
さ
せ
、
こ

ぶ
し
を
あ
げ
「
六
甲
お
ろ
し
に　

颯さ
っ
そ
う爽
と
蒼そ

う
て
ん天
翔か

け
る
日
輪
の
…
」
と
声
を
張
り
あ
げ
る
。
歌
い

終
わ
る
と
涼
し
げ
な
顔
。
阪
神
フ
ァ
ン
は
熱
い
。

　

戦
争
が
近
づ
く
と
、
心
な
ら
ず
も
軍
歌
を
つ

く
る
が
、「
暁
に
祈
る
」
の
よ
う
に
哀
愁
を
帯
び
、

故
郷
を
偲し

の

ぶ
兵
士
の
思
い
を
伝
え
よ
う
と
し
た
。

古
関
は
自
分
の
曲
で
送
ら
れ
、
戦
死
し
た
人
へ
終

生
自
責
の
念
を
持
っ
た
。
戦
後
は
一
挙
に
花
が

開
く
。
壮
大
な
鎮
魂
歌
「
長
崎
の
鐘
」。
子
ど
も

に
夢
を
与
え
た
「
と
ん
が
り
帽
子
」。
ア
イ
ヌ
の

祭
り
を
讃た

た

え
る
「
イ
ヨ
マ
ン
テ
の
夜
」。
ラ
ジ
オ

に
釘
づ
け
で
銭
湯
が
空
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る

「
君
の
名
は
」。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式

に
鳴
り
響
い
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
香
り
と
、
叙
情
性
が
調
和
し
た
格

調
あ
る
曲
は
大
衆
の
心
を
と
ら
え
た
。

　

歌
手
に
も
恵
ま
れ
た
。
正
統
派
の
歌
唱
と
テ

ノ
ー
ル
の
美
し
い
音
色
で
演
歌
か
ら
ク
ラ
シ
ッ

ク
ま
で
歌
い
こ
な
す
藤
山
一
郎
。
本
県
本
宮
市

に
生
ま
れ
、
オ
ペ
ラ
風
に
朗
々
と
、
バ
リ
ト
ン

で
情
感
た
っ
ぷ
り
に
熱
唱
す
る
伊
藤
久
男
。
抜

　

全
国
の
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
と
、
定
時
制

通
信
制
体
育
大
会
に
出
場
す
る
高
校
生
が
挨
拶

に
き
て
く
れ
た
。
県
で
優
勝
し
た
女
子
剣
道
部
・

男
子
弓
道
部
、
上
位
入
賞
の
自
転
車
、
走
り
高
跳

び
の
白
河
高
校
と
卓
球
の
白
河
第
二
高
校
の
選

手
た
ち
。
ど
の
生
徒
も
澄
み
き
っ
た
目
が
き
ら

き
ら
輝
き
、
ま
ぶ
し
さ
に
気
押
さ
れ
る
よ
う
だ
っ

た
。
ひ
た
す
ら
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
青
春
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
、
爽さ

わ

や
か
で
満
ち
足
り
た
心

持
ち
に
な
っ
た
。

　

剣
道
部
に
は
、
い
わ
き
市
や
田
村
市
か
ら
、
白

河
に
下
宿
し
た
り
通
学
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。

「
白
高
剣
道
部
は
強
い
、
私
も
強
い
学
校
で
上
達

し
た
い
」。
そ
の
向
上
心
が
、
家
を
離
れ
る
寂
し

さ
も
、
夜
明
け
の
電
車
に
乗
り
星
空
に
帰
宅
す
る

日
々
も
乗
り
越
え
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
昼
は
仕

事
、
夜
学
び
な
が
ら
、
卓
球
に
打
ち
込
む
姿
勢
に

も
頭
が
下
が
る
。
た
ゆ
ま
ぬ
練
習
を
通
し
て
技

が
磨
か
れ
、
強
い
精
神
も
つ
く
ら
れ
る
。

　

と
も
す
れ
ば
、
濃
密
な
交
わ
り
は
敬
遠
さ
れ
る
。

し
か
し
、
生
涯
に
わ
た
る
友
情
は
、
時
間
と
空
間

を
共
有
し
、
心
の
や
り
と
り
か
ら
生
ま
れ
る
よ

う
に
思
え
る
。
学
生
時
代
の
下
宿
。
八
つ
の
三

畳
間
に
、
共
用
の
ト
イ
レ
、
炊
事
場
、
物
干
し
台
。

食
事
を
と
っ
た
後
、
ひ
と
部
屋
に
集
ま
り
、
安
酒

を
手
に
青
っ
ぽ
い
議
論
を
交
わ
す
。
当
時
の
下

宿
生
と
の
交
流
は
今
も
続
い
て
い
る
。
修
練
の

場
が
少
な
い
今
の
社
会
で
、
体
育
文
化
活
動
は
貴

重
な
人
生
道
場
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

群
の
伸
び
と
清
ら
か
な
音
声
で
魅
了
し
た
岡お

か
も
と本

郭あ

つ

お郎
。
古
関
作
品
は
、
一
流
の
歌
い
手
に
よ
っ
て

胸
に
染
み
込
ん
で
い
っ
た
。

　

作
詞
家
も
、
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
の
西さ

い
じ
ょ
う條

八や

そ十
、
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
や
劇
作
家
の
菊
田
一
夫

ら
、
そ
う
そ
う
た
る
顔
触
れ
。
そ
の
中
に
、
本
県

小
野
町
出
身
の
丘お

か

灯と

し

お

至
夫
が
い
る
。
特
に
「
高
原

列
車
は
行
く
」
は
、
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ
、

美
し
く
メ
ル
ヘ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
光
景
が
浮
か
ぶ

名
曲
。「
汽
車
の
窓
か
ら
ハ
ン
ケ
チ
振
れ
ば　

牧

場
の
乙
女
が
花
束
な
げ
る　

明
る
い
青
空　

白

樺
林　

山
越
え
谷
越
え
は
る
ば
る
と
…
」。
モ
デ

ル
は
、
磐
越
西
線
川
桁
駅
か
ら
沼
尻
を
結
ぶ
、
旧

沼
尻
軽
便
鉄
道
。
沼
尻
の
硫
黄
鉱
石
を
輸
送
す

る
た
め
敷
か
れ
た
。
実
際
は
高
低
差
が
大
き
く
、

軽
や
か
に
と
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
湯
治
客
や
観

光
客
も
運
ん
だ
な
つ
か
し
の
鉄
道
だ
。

　

昼
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
か
ら
「
ひ
る
の
い
こ
い
」

の
テ
ー
マ
曲
が
流
れ
る
。
こ
れ
が
実
に
心
地
よ

い
。
ゆ
っ
た
り
、
の
ど
か
な
風
景
が
眼
前
に
広
が

る
よ
う
で
、
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
。
何
を
せ
か
せ
か

し
て
い
る
の
か
と
、
諭
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
。
吾
妻
山
に
い
だ
か
れ
、
桃
の
花
咲
く
信
夫

の
里
に
思
い
を
は
せ
、
つ
く
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

福
島
駅
に
古
関
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
い
る
。

在
来
線
に
「
高
原
列
車
は
行
く
」、
新
幹
線
に
は

「
栄
冠
は
君
に
輝
く
」。
古
関
は
福
島
市
の
名
誉

市
民
と
な
り
記
念
館
も
建
て
ら
れ
た
。
功
成
り

名
遂
げ
た
晩
年
の
顔
は
、
限
り
な
く
温
和
で
仏
様

の
よ
う
。
し
か
し
、
強
い
意
思
を
持
た
ず
に
あ

れ
だ
け
の
業
績
は
残
せ
な
い
。「
悪
貨
は
良
貨
を

駆
逐
す
る
。
自
分
を
厳
し
く
律
し
な
け
れ
ば
人

は
易や

す

き
に
流
れ
る
」
を
口
に
し
て
い
た
と
い
う
。

己
に
厳
し
く
、
人
に
優
し
く
を
実
践
し
た
人
だ
。


